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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年1月11日(2018.1.11)

【公表番号】特表2017-508017(P2017-508017A)
【公表日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-012
【出願番号】特願2016-539974(P2016-539974)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   8/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/56     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 234/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/098    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  220/28     　　　　
   Ｃ０９Ｋ    3/00     １０３Ｇ
   Ｃ０９Ｋ    8/12     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/56     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  234/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   33/14     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/34     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/098    　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/16     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    7/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/32     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  290/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月27日(2017.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）少なくとも１つの親水性モノマー、
　（ｉｉ）少なくとも１つの疎水性モノマー、および
　（ｉｉｉ）１つより多くの不飽和部分を含む０．０１～５ｗｔ．％の少なくとも１つの
両親媒性架橋剤
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を含むモノマー組成物を重合したものである非イオン性両親媒性ポリマー組成物。
【請求項２】
前記少なくとも１つの両親媒性架橋剤の前記１つより多くの反応性部分が少なくとも１つ
のアリル基を含むものであり、好ましくは、前記少なくとも１つの両親媒性架橋剤の前記
１つより多くの反応性部分が少なくとも２つのアリル基を含むものである、
あるいは、前記両親媒性架橋剤が式（ＩＩＩ）：
【化１７】

（式中：
　Ｒ１はＣ１０～２４アルキル、アルカリール、アルケニルまたはシクロアルキルであり
；
　Ｒ２はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり；
　Ｒ３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり
　Ｚ－はＳＯ３

－またはＰＯ３
－であり；

　Ｍ＋はＮａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋またはアルカノールアミンであり；

　ｘは２～１０であり；
　ｙは０～２００であり；
　ｚは４～２００である）
の化合物である、
あるいは、前記両親媒性架橋剤が式（ＩＶ）：

【化１８】

（式中：
　ｎは１または２であり；
　ｚは一態様では４～４０、別の態様では５～３８、さらなる一態様では１０～２０であ
り；
　Ｒ４はＨ、ＳＯ３

－Ｍ＋またはＰＯ３
－Ｍ＋であり、Ｍは、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋ま
たはアルカノールアミンから選択される）
の化合物である、
請求項１に記載のポリマー組成物。
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【請求項３】
前記親水性モノマーが、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレート、Ｎ－
ビニルアミド、アミノ基含有モノマーまたはその混合物から選択され；前記疎水性モノマ
ーが、（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素原子を含むアルコールとのエステル、１～
２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステル、１～２２個の炭素原子を含
むアルコールのビニルエーテル、ビニル芳香族モノマー、ハロゲン化ビニル、ハロゲン化
ビニリデン、会合性モノマー、半疎水性モノマーまたはその混合物から選択され、
好ましくは、
－前記ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートが、式：
【化１９】

（式中、Ｒは水素またはメチルであり、Ｒ１は、１～５個の炭素原子を含む二価のアルキ
レン部分であり、ここで、該アルキレン部分は任意選択で、１つまたはそれより多くのメ
チル基で置換されていてもよい）
で表される少なくとも１つの化合物から選択され、
－前記アミノ基含有モノマーが、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、
および構造が下記の式：
【化２０】

（式中、Ｒ２は水素もしくはメチルであり、Ｒ３は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ５アルキル
およびＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ４は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキ
ルもしくはＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ５は水素もしくはメチルであ
り、Ｒ６はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ５アル
キルから選択され、Ｒ８は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキルから選択される）
で表される少なくとも１つのモノマー；またはその混合物から選択され、
－前記Ｎ－ビニルアミドが、ラクタム環部分内に４～９個の原子を含むＮ－ビニルラクタ
ムから選択され、ここで、その環内炭素原子は任意選択で、１つまたはそれより多くのＣ

１～Ｃ３低級アルキル基で置換されていてもよく、
－（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素を含むアルコールとの前記エステルが、式：
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【化２１】

（式中、Ｒ９は水素またはメチルであり、Ｒ１０はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１つの化合物から選択され、
－前記１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルが、式：
【化２２】

（式中、Ｒ１１は、アルキルまたはアルケニルであり得るＣ１～Ｃ２２脂肪族基である）
で表される少なくとも１つの化合物から選択され、
－前記１～２２個の炭素原子を含むアルコールのビニルエーテルが、式：
【化２３】

（式中、Ｒ１３はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１つの化合物から選択され、
－前記会合性モノマーが（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキ
レンの中央セクション部分、および（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端基
部分を含むものであり、
－前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
【化２４】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２
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）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～３０の範囲である場
合はｍが１であるものとし；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポ
リオキシアルキレン部分であり、該部分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリ
マー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ

３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎ
は、一態様では２～１５０、別の態様では１０～１２０、さらなる一態様では１５～６０
の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
Ｈ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６は、
Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキ
ル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニルおよびアリール置換
Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであり；ここで、Ｒ１

６の該アルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒドロキシル基、アルコキシ
ル基、ベンジル基、スチリル基およびハロゲン基からなる群より選択される１つまたはそ
れより多くの置換基を含むものである）
で表されるものである、
あるいは、前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
【化２５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立して選択される二価のアルキレン部分であり、ｎは１０～６０の範囲の整数を
表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダム構成に配置されていてもブロック構成に配置されていて
もよく；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ

３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニル
およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルで
あり、ここで、Ｒ１６の該アルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒドロキ
シル基、アルコキシル基、ベンジル基、スチリル基およびハロゲン基からなる群より選択
される１つまたはそれより多くの置換基を含むものである）
で表されるものであり、
－前記半疎水性モノマーが（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアル
キレンの中央セクション部分、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含むア
ルキル基から選択される末端基部分を含むものである、
あるいは、前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
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【化２６】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～３０の範囲である場
合はｍが１であるものとし；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、該部
分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロ
ックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合
せから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では２～１５０、別の態様
では５～１２０、さらなる一態様では１０～６０の範囲の整数であり；Ｒ１７は、水素お
よび直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビニルまたはアリル部
分を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、
あるいは、前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　　ＶＩ
ＩＩＡ
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　ＶＩ
ＩＩＢ
（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～１２０、
別の態様では５～４５、さらなる一態様では１０～２５の範囲の整数であり、「ｂ」は、
一態様では０または２～１２０、別の態様では５～４５、さらなる一態様では１０～２５
の範囲の整数であるが、「ａ」と「ｂ」が同時に０にはなり得ないものとする）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、
請求項１または２に記載のポリマー組成物。
【請求項４】
前記両親媒性ポリマーが慣用的な架橋剤を含むものであり、該架橋剤が、前記ポリマー中
に該ポリマーの乾燥重量に対して０．０１～１ｗｔ．％で組み込まれるのに充分な量で存
在しており、好ましくは、前記慣用的な架橋剤が平均で３つの架橋性不飽和部分を含むも
のである、請求項１～３のいずれかに記載のポリマー組成物。
【請求項５】
前記少なくとも１つの慣用的な架橋剤が、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテル
、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテルまたは
その混合物から選択され、好ましくは、前記少なくとも１つの慣用的な架橋剤が、ペンタ
エリスリトールジアリルエーテル、ペンタエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエ
リスリトールテトラアリルエーテル；またはその混合物から選択される、請求項１～４の
いずれかに記載のポリマー組成物。
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【請求項６】
前記ポリマーが：
　ａ）２０～６０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）ア
クリレート；
　ｂ）１０～７０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレー
トまたは１０～７０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ５アルキル（メタ）アクリレー
ト；
　ｃ）０、１、５または１５～４０ｗｔ．％の、Ｃ１～Ｃ１０カルボン酸の少なくとも１
つのビニルエステル；
　ｄ）０、１、５または１５～３０ｗｔ．％のビニルラクタム（例えば、ビニルピロリド
ン）；
　ｅ）０、０．１、１、５または７～１５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーお
よび／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全
モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｆ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～６０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）ア
クリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～３５ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）０、１、５または１５～２５ｗｔ．％の、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸
ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニルおよび吉草酸ビニルから選択されるカルボン酸のビ
ニルエステル；
　ｅ）０、１または１５～３０ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｆ）０、０．１、１、５または７～１５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーお
よび／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全
モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｇ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）０、１または１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）０または１５～２５ｗｔ．％の酢酸ビニル；
　ｆ）０、０．１、１、５または７～１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーお
よび／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全
モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｇ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
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－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～４０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～２０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）０．１～１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎水性
モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に対す
るものである）；ならびに
　ｅ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）１～１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎水性モノ
マー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に対するも
のである）；ならびに
　ｅ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～３５ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン、
　ｅ）１５～２５ｗｔ．％の酢酸ビニル（この場合、モノマーの重量パーセンテージはす
べて、全モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｆ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
－あるいは、前記ポリマーが：
　ａ）２０～４０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）１０～３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）１５～２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）１～５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎水性モノマ
ー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に対するもの
である）；ならびに
　ｆ）一態様では０．０１～５ｗｔ．％、別の態様では０．１～３ｗｔ．％、さらなる一
態様では０．５～１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前記慣用的な架
橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥重量に対して
）
を含むモノマー組成物を重合したものである、
請求項１～５のいずれかに記載のポリマー組成物。
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【請求項７】
　（Ａ）水；
　（Ｂ）０．１～５ｗｔ．％の請求項１～６のいずれかに記載の少なくとも１つの非イオ
ン性両親媒性ポリマー組成物；および
　（Ｃ）降伏応力流体の総重量に対して１～７０ｗｔ％の少なくとも１つの界面活性剤
を含み、好ましくは、前記少なくとも１つの界面活性剤が、陰イオン性、陽イオン性、両
性、非イオン性の界面活性剤またはその混合物から選択される、
降伏応力流体組成物。
【請求項８】
前記少なくとも１つの界面活性剤が陰イオン性界面活性剤および両性界面活性剤から選択
される、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
界面活性剤の濃度が前記降伏応力流体の重量に対して２５ｗｔ．％（活性物質）未満であ
り、好ましくは、前記界面活性剤の濃度が全組成物の重量に対して６～２０ｗｔ．％（活
性物質）の範囲である、請求項７または８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
陰イオン性界面活性剤（活性物質）対両性界面活性剤の比が一態様では１０：１～２：１
、別の態様では９：１、８：１、７：１、６：１、５：１、４．５：１、４：１または３
：１である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
さらに電解質を含み、好ましくは、前記電解質が、ピロリン酸カリウム、トリポリリン酸
カリウム、クエン酸ナトリウムまたはクエン酸カリウム、塩化カルシウムおよび臭化カル
シウム、ハロゲン化亜鉛、塩化バリウム、硝酸カルシウム、塩化カリウム、塩化ナトリウ
ム、ヨウ化カリウム、臭化ナトリウムおよび臭化アンモニウム、アルカリ金属硝酸塩また
は硝酸アンモニウムならびにそのブレンドから選択され、より好ましくは、前記電解質の
量が全組成物の重量に対して０．１～４ｗｔ．％の範囲である、請求項７～１０のいずれ
かに記載の組成物。
【請求項１２】
さらに不溶性物質、粒子状物質またはその組合せを含み、好ましくは、前記粒子状物質が
、雲母、コーティング雲母、顔料、剥離剤、ふけ予防剤、クレイ、膨潤性クレイ、ラポナ
イト、マイクロスポンジ、化粧料用ビーズ、化粧料用マイクロカプセル、フレークまたは
その混合物から選択される、請求項７～１１のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
請求項７～１２のいずれかに記載の降伏応力流体組成物を含む、地下層の掘削における使
用のための掘削流体。
【請求項１４】
請求項７～１２のいずれかに記載の降伏応力流体組成物を含む、地下層の破砕における使
用のための水圧破砕流体。
【請求項１５】
さらにプロパントを含む、請求項１４に記載の水圧破砕流体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　（ｉ）少なくとも１つの親水性モノマー、
　（ｉｉ）少なくとも１つの疎水性モノマー、および
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　（ｉｉｉ）１つより多くの不飽和部分を含む約０．０１～約５ｗｔ．％の少なくとも１
つの両親媒性架橋剤
を含むモノマー組成物を重合したものである非イオン性両親媒性ポリマー組成物。
（項目２）
前記少なくとも１つの両親媒性架橋剤の前記１つより多くの反応性部分が少なくとも１つ
のアリル基を含むものである、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目３）
前記少なくとも１つの両親媒性架橋剤の前記１つより多くの反応性部分が少なくとも２つ
のアリル基を含むものである、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目４）
前記両親媒性架橋剤が式（ＩＩＩ）：
【化１７】

（式中：
　Ｒ１はＣ１０～２４アルキル、アルカリール、アルケニルまたはシクロアルキルであり
；
　Ｒ２はＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ６Ｈ５またはＣ１４Ｈ２９であり；
　Ｒ３はＨまたはＺ－Ｍ＋であり
　Ｚ－はＳＯ３

－またはＰＯ３
２であり；

　Ｍ＋はＮａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４
＋またはアルカノールアミンであり；

　ｘは２～１０であり；
　ｙは０～２００であり；
　ｚは４～２００である）
の化合物である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目５）
前記両親媒性架橋剤が式（ＩＶ）：

【化１８】

（式中：
　ｎは１または２であり；
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　ｚは一態様では４～４０、別の態様では５～３８、さらなる一態様では１０～２０であ
り；
　Ｒ４はＨ、ＳＯ３

－Ｍ＋またはＰＯ３
－Ｍ＋であり、Ｍは、Ｎａ＋、Ｋ＋、ＮＨ４

＋ま
たはアルカノールアミンから選択される）
の化合物である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目６）
前記組成物がさらに立体安定剤を含む、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目７）
前記立体安定剤が部分加水分解ポリビニルアルコールである、項目６に記載のポリマー組
成物。
（項目８）
前記親水性モノマーが、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレート、Ｎ－
ビニルアミド、アミノ基含有モノマーまたはその混合物から選択され；前記疎水性モノマ
ーが、（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素原子を含むアルコールとのエステル、１～
２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステル、１～２２個の炭素原子を含
むアルコールのビニルエーテル、ビニル芳香族モノマー、ハロゲン化ビニル、ハロゲン化
ビニリデン、会合性モノマー、半疎水性モノマーまたはその混合物から選択される、先の
いずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目９）
前記ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートが、式：
【化１９】

（式中、Ｒは水素またはメチルであり、Ｒ１は、１～５個の炭素原子を含む二価のアルキ
レン部分であり、ここで、該アルキレン部分は任意選択で、１つまたはそれより多くのメ
チル基で置換されていてもよい）
で表される少なくとも１つの化合物から選択される、先のいずれかの項目に記載のポリマ
ー組成物。
（項目１０）
前記アミノ基含有モノマーが、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、お
よび構造が下記の式：

【化２０】

（式中、Ｒ２は水素もしくはメチルであり、Ｒ３は独立して、水素、Ｃ１～Ｃ５アルキル
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およびＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ４は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキ
ルもしくはＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキルから選択され、Ｒ５は水素もしくはメチルであ
り、Ｒ６はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は独立して、水素もしくはＣ１～Ｃ５アル
キルから選択され、Ｒ８は独立して、Ｃ１～Ｃ５アルキルから選択される）
で表される少なくとも１つのモノマー；またはその混合物から選択される、先のいずれか
の項目に記載のポリマー組成物。
（項目１１）
前記Ｎ－ビニルアミドが、ラクタム環部分内に４～９個の原子を含むＮ－ビニルラクタム
から選択され、ここで、その環内炭素原子は任意選択で、１つまたはそれより多くのＣ１

～Ｃ３低級アルキル基で置換されていてもよい、先のいずれかの項目に記載のポリマー組
成物。
（項目１２）
（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素を含むアルコールとの前記エステルが、式：
【化２１】

（式中、Ｒ９は水素またはメチルであり、Ｒ１０はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１つの化合物から選択される、先のいずれかの項目に記載のポリマ
ー組成物。
（項目１３）
前記１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルが、式：

【化２２】

（式中、Ｒ１１は、アルキルまたはアルケニルであり得るＣ１～Ｃ２２脂肪族基である）
で表される少なくとも１つの化合物から選択される、先のいずれかの項目に記載のポリマ
ー組成物。
（項目１４）
前記１～２２個の炭素原子を含むアルコールのビニルエーテルが、式：

【化２３】

（式中、Ｒ１３はＣ１～Ｃ２２アルキルである）
で表される少なくとも１つの化合物から選択される、先のいずれかの項目に記載のポリマ
ー組成物。
（項目１５）
前記会合性モノマーが（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキレ
ンの中央セクション部分、および（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端基部
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分を含むものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目１６）
前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
【化２４】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～約３０の範囲で
ある場合はｍが１であるものとし；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）

ｎはポリオキシアルキレン部分であり、該部分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホ
モポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ

４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価のアルキレン部分であ
り；ｎは、一態様では約２～約１５０、別の態様では約１０～約１２０、さらなる一態様
では約１５～約６０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－
であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ

３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェニル
およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルで
あり；ここで、Ｒ１６の該アルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒドロキ
シル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基およびハロゲン基からなる群より選択
される１つまたはそれより多くの置換基を含むものである）
で表されるものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目１７）
前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
【化２５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ



(14) JP 2017-508017 A5 2018.1.11

８から独立して選択される二価のアルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の整
数を表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダム構成に配置されていてもブロック構成に配置されて
いてもよく；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝鎖アルキル、Ｃ８

～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラアルキル置換フェ
ニルおよびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキ
ルであり、ここで、Ｒ１６の該アルキル基、アリール基、フェニル基は任意選択で、ヒド
ロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基およびハロゲン基からなる群より
選択される１つまたはそれより多くの置換基を含むものである）
で表されるものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目１８）
前記半疎水性モノマーが（ｉ）エチレン性不飽和末端基部分；（ｉｉ）ポリオキシアルキ
レンの中央セクション部分、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含むアル
キル基から選択される末端基部分を含むものである、先のいずれかの項目に記載のポリマ
ー組成物。
（項目１９）
前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化２６】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であるが、ｋが０である場合はｍが０であり、ｋが１～約３０の範囲で
ある場合はｍが１であるものとし；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり
、該部分は、Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまた
はブロックコポリマーであり得、Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびそ
の組合せから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では約２～約１５０
、別の態様では約５～約１２０、さらなる一態様では約１０～約６０の範囲の整数であり
；Ｒ１７は、水素および直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビ
ニルまたはアリル部分を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、先のいずれかの項目に記載のポリ
マー組成物。
（項目２０）
前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　　ＶＩ
ＩＩＡ
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　ＶＩ
ＩＩＢ
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（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～約１２０
、別の態様では約５～約４５、さらなる一態様では約１０～約．２５の範囲の整数であり
、「ｂ」は、一態様では約０または２～約１２０、別の態様では約５～約４５、さらなる
一態様では約１０～約．２５の範囲の整数であるが、「ａ」と「ｂ」が同時に０にはなり
得ないものとする）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、先のいずれかの項目に記載のポリ
マー組成物。
（項目２１）
ｂが０である、項目２０に記載のポリマー組成物。
（項目２２）
前記ポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の前記親水性モノマー（１つまたは複数）およ
び少なくとも５ｗｔ．％の前記疎水性モノマーを含むモノマー混合物を重合したものであ
る、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目２３）
前記両親媒性ポリマーが慣用的な架橋剤を含むものであり、該架橋剤が、前記ポリマー中
に該ポリマーの乾燥重量に対して約０．０１～約１ｗｔ．％で組み込まれるのに充分な量
で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２４）
前記慣用的な架橋剤が平均で約３つの架橋性不飽和部分を含むものである、前記項目のい
ずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２５）
前記モノマー混合物が慣用的な架橋剤を含むものであり、該架橋剤が、前記ポリマー中に
該ポリマーの乾燥重量に対して約０．０１～約０．３ｗｔ．％で組み込まれるのに充分な
量で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２６）
前記少なくとも１つの慣用的な架橋剤が、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテル
、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテルまたは
その混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２７）
前記少なくとも１つの慣用的な架橋剤が、ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペン
タエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル；ま
たはその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２８）
前記ポリマーが乳化重合体である、前記項目のいずれかに記載のポリマー組成物。
（項目２９）
安定化性界面活性剤またはその反応性誘導体の存在下で調製される、項目２８に記載のポ
リマー組成物。
（項目３０）
前記モノマー混合物が保護コロイドの存在下で重合される、先のいずれかの項目に記載の
ポリマー組成物。
（項目３１）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約６０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ
）アクリレート；
　ｂ）約１０～約７０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ１２アルキル（メタ）アクリ
レートまたは約１０～約７０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ５アルキル（メタ）ア
クリレート；
　ｃ）約０、１、５または１５～約４０ｗｔ．％の、Ｃ１～Ｃ１０カルボン酸の少なくと
も１つのビニルエステル；
　ｄ）約０、１、５または１５～約３０ｗｔ．％のビニルラクタム（例えば、ビニルピロ



(16) JP 2017-508017 A5 2018.1.11

リドン）；
　ｅ）約０、０．１、１、５または７～約１５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性および
／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノ
マーの重量に対するものである）；ならびに
　ｆ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３２）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約６０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ
）アクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約３５ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）約０、１、５または１５～約２５ｗｔ．％の、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオ
ン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニルおよび吉草酸ビニルから選択されるカルボン酸
のビニルエステル；
　ｅ）約０、１または１５～約３０ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｆ）約０、０．１、１、５または７～約１５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマ
ーおよび／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて
、全モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｇ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３３）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）約０、１または１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）約０または１５～約２５ｗｔ．％の酢酸ビニル；
　ｆ）約０、０．１、１、５または７～約１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマ
ーおよび／または半疎水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて
、全モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｇ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３４）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約４０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約２０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
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　ｄ）約０．１～約１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎
水性モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に
対するものである）；ならびに
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３５）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約５０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）約１～約１０ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎水性
モノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に対す
るものである）；ならびに
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３６）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約３５ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）約１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン、
　ｅ）約１５～約２５ｗｔ．％の酢酸ビニル（この場合、モノマーの重量パーセンテージ
はすべて、全モノマーの重量に対するものである）；ならびに
　ｆ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）
を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３７）
前記ポリマーが：
　ａ）約２０～約４０ｗｔ．％のヒドロキシエチルメタクリレート；
　ｂ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸エチル；
　ｃ）約１０～約３０ｗｔ．％のアクリル酸ブチル；
　ｄ）約１５～約２５ｗｔ．％のビニルピロリドン；
　ｅ）約１～約５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性モノマーおよび／または半疎水性モ
ノマー（この場合、モノマーの重量パーセンテージはすべて、全モノマーの重量に対する
ものである）；ならびに
　ｅ）一態様では約０．０１～約５ｗｔ．％、別の態様では約０．１～約３ｗｔ．％、さ
らなる一態様では約０．５～約１ｗｔ．％の、両親媒性架橋剤または両親媒性架橋剤と前
記慣用的な架橋剤の組合せから選択される少なくとも１つの橋かけ剤（該ポリマーの乾燥
重量に対して）



(18) JP 2017-508017 A5 2018.1.11

を含むモノマー組成物を重合したものである、先のいずれかの項目に記載のポリマー組成
物。
（項目３８）
前記モノマー組成物中の前記会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリ
レート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ
）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエト
キシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチル
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、メリッシルポリエトキシ化（メタ）アクリレートから選択され、ここで、該モノマーの
ポリエトキシ化部分は約２～約５０個のエチレンオキシド単位を含むものである、先のい
ずれかの項目に記載のポリマー組成物。
（項目３９）
　（Ａ）水；
　（Ｂ）約０．１～約５ｗｔ．％の項目１～３８のいずれかに記載の少なくとも１つの非
イオン性両親媒性ポリマー；および
　（Ｃ）降伏応力流体の総重量に対して約１～約７０ｗｔ％の少なくとも１つの界面活性
剤
を含む降伏応力流体組成物。
（項目４０）
前記ポリマーの濃度が約０．５～約３ｗｔ．％の範囲である、項目３９に記載の組成物。
（項目４１）
前記少なくとも１つの界面活性剤が、陰イオン性、陽イオン性、両性、非イオン性のまた
はその混合物から選択される、項目３９または４０のいずれかの降伏応力組成物。
（項目４２）
前記少なくとも１つの界面活性剤が陰イオン性界面活性剤から選択される、項目３９～４
１のいずれかに記載の組成物。
（項目４３）
前記少なくとも１つの界面活性剤が陰イオン性界面活性剤および両性界面活性剤から選択
される、項目３９～４２のいずれかに記載の組成物。
（項目４４）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤がエトキシ化されたものである、項目３９～
４３のいずれかに記載の組成物。
（項目４５）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が平均で１～３モルのエトキシ化を含むもの
である、項目３９～４４のいずれかに記載の組成物。
（項目４６）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が平均で１～２モルのエトキシ化を含むもの
である、項目３９～４５のいずれかに記載の組成物。
（項目４７）
前記少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が、ドデシル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸
ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウムまたはその混合物から選択される、項目３９～４６
のいずれかに記載の組成物。
（項目４８）
前記少なくとも１つの両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、項目３９～４
７のいずれかに記載の組成物。
（項目４９）
前記少なくともポリマーと前記少なくとも１つの界面活性剤がエチレンオキシド部分を実
質的に無含有のものである、項目３９～４８のいずれかに記載の組成物。
（項目５０）
界面活性剤の濃度が前記降伏応力流体の重量に対して２５ｗｔ．％（活性剤）未満である
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、項目３９～４９のいずれかに記載の組成物。
（項目５１）
前記界面活性剤の濃度が全組成物の重量に対して約６～約２０ｗｔ．％（活性物質）の範
囲である、項目３９～５０のいずれかに記載の組成物。
（項目５２）
陰イオン性界面活性剤（活性物質）対両性界面活性剤の比が一態様では１０：１～約２：
１、別の態様では９：１、８：１、７：１　６：１、５：１、４．５：１、４：１または
３：１である、項目３０　５１のいずれかに記載の組成物。
（項目５３）
ポリマー固形分の量が全組成物の重量に対して約１～約３ｗｔ．％の範囲である、項目３
０～５２のいずれかに記載の組成物。
（項目５４）
前記降伏応力流体の前記降伏応力が少なくとも１ｍＰａである、項目３９～５３のいずれ
かに記載の組成物。
（項目５５）
前記降伏応力流体の前記降伏応力が少なくとも０．５Ｐａである、項目３９～５４のいず
れかに記載の組成物。
（項目５６）
前記降伏応力流体の前記降伏応力が少なくとも１Ｐａである、項目３９～５５のいずれか
に記載の組成物。
（項目５７）
前記降伏応力が、１Ｈｚ～０．００１Ｈｚの周波数範囲から選択される固定周波数で測定
される、項目３９～５６のいずれかに記載の組成物。
（項目５８）
前記降伏応力流体が、０．５～１．５ｍｍのサイズのビーズを２３℃で少なくとも１ヶ月
間懸濁させ得るものであり、ここで、該ビーズ物質と水の比重の差が＋／－０．０１～０
．５である、項目３９～５７のいずれかに記載の組成物。
（項目５９）
前記組成物が、０．５～３００μｍのサイズのマイクロカプセルを２３℃で少なくとも１
ヶ月懸濁させ得るものであり、ここで、該マイクロカプセルビーズと水の比重の差が＋／
－０．２～０．５である、項目３９～５８のいずれかに記載の組成物。
（項目６０）
前記降伏応力が、ｐＨ範囲２～１４でｐＨに実質的に非依存性である、項目３９～５９の
いずれかに記載の組成物。
（項目６１）
前記降伏応力が、ｐＨ範囲３～１０でｐＨに実質的に非依存性である、項目３９～６０の
いずれかに記載の組成物。
（項目６２）
５０またはそれより小さいネフェロ分析濁度単位（ＮＴＵ）値を有する、項目３９～６１
のいずれかに記載の降伏応力組成物。
（項目６３）
前記ポリマーが、ラウリル硫酸ナトリウムと０．１ｗｔ．％の塩化ナトリウムの存在下で
長さ寸法が少なくとも２．５倍のプラトー膨潤（ｐｌａｔｅａｕ　ｓｗｅｌｌｉｎｇ）を
示す粒子の形態である、項目３９～６２のいずれかの組成物。
（項目６４）
光透過率が少なくとも１０％である、項目３９～６３のいずれかに記載の組成物。
（項目６５）
光透過率が少なくとも２０％である、項目３９～６４のいずれかに記載の組成物。
（項目６６）
さらに雲母粒子を含む、項目３９～６５のいずれかに記載の組成物。
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（項目６７）
外観が真珠光沢性である、項目３９～６６のいずれかに記載の組成物。
（項目６８）
粘度が３秒－１の剪断速度において２Ｐａ・ｓ未満である、項目３９～６７のいずれかに
記載の組成物。
（項目６９）
０．１～１秒－１の剪断速度において０．５未満の剪断減粘指数を有する、項目３９～６
８のいずれかに記載の組成物。
（項目７０）
弾性率が、振動応力時の粘性率より大きく固定周波数での臨界応力より小さい、項目３９
～６９のいずれかに記載の組成物。
（項目７１）
さらに電解質を含む、項目３９～７０のいずれかの組成物。
（項目７２）
前記電解質が、ピロリン酸カリウム、トリポリリン酸カリウム、クエン酸ナトリウムまた
はクエン酸カリウム、塩化カルシウムおよび臭化カルシウム、ハロゲン化亜鉛、塩化バリ
ウム　硝酸カルシウム、塩化カリウム、塩化ナトリウム、ヨウ化カリウム、臭化ナトリウ
ムおよび臭化アンモニウム、アルカリ金属硝酸塩または硝酸アンモニウムならびにそのブ
レンドから選択される、項目６２に記載の組成物。
（項目７３）
前記電解質の量が全組成物の重量に対して約０．１～約４ｗｔ．％の範囲である、項目６
２に記載の組成物。
（項目７４）
さらに不溶性物質、粒子状物質またはその組合せを含む、項目３９～７３のいずれかに記
載の組成物。
（項目７５）
前記粒子状物質が、雲母、コーティング雲母、顔料、剥離剤、ふけ予防剤、クレイ、膨潤
性クレイ、ラポナイト、マイクロスポンジ、化粧料用ビーズ、化粧料用マイクロカプセル
、フレークまたはその混合物から選択される、項目７４に記載の組成物。
（項目７６）
前記粒子状物質が、砂、焼結ボーキサイト、ガラス玉、セラミック物質、ポリスチレンビ
ーズまたはその混合物から選択される、項目７４に記載の組成物。
（項目７７）
前記不溶性物質が、気泡、リポソーム、シリコーンまたはその混合物から選択される、項
目７４に記載の組成物。
（項目７８）
項目３９～７７のいずれかに記載の降伏応力流体を含む、地下層の掘削における使用のた
めの掘削流体。
（項目７９）
項目３９～７８のいずれかに記載の降伏応力流体を含む、地下層の破砕における使用のた
めの水圧破砕流体。
（項目８０）
さらにプロパントを含む、項目７９に記載の水圧破砕流体。
　本開示の技術の概要
　本発明の技術により、界面活性剤の存在下で膨潤し得る架橋された非イオン性両親媒性
ポリマー、または略して両親媒性ポリマーを提供する。該両親媒性ポリマーは、少なくと
も１つの親水性モノマー、少なくとも１つの疎水性モノマーおよび架橋性モノマーを含む
モノマー組成物を重合させることにより調製され得る。架橋性モノマーは両親媒性架橋剤
または両親媒性架橋剤と慣用的な架橋剤の混合物であり得る。
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